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緊
急
時
に
は
、
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
時
点
で
、
原
子
力
施
設
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
放
出
に
よ
る
被
ば
く

を
回
避
す
る
た
め
、
ま
ず
Ｐ
Ａ
Ｚ
に
お
い
て
即
時
避
難
を
実
施
す
る
。
そ
れ
に
続
き
、
確
率
的
影
響
を
低
減
す

る
た
め
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
に
お
い
て
原
子
力
施
設
の
状
況
及
び
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
に
よ
り
把
握
で
き
た
周
辺

の
状
況
に
基
づ
い
た
避
難
を
実
施
す
る
。

実
際
の
避
難
に
当
た
っ
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
把
握
し
た
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
等
を
踏

ま
え
て
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
が
、
輸
送
手
段
、
経
路
、
避
難
所
の
確
保
等
の
要
素
を
考
慮
し
て
避
難
の
判

断
を
行
っ
た
上
で
、
避
難
指
示
を
地
方
公
共
団
体
を
通
じ
て
混
乱
が
な
い
よ
う
住
民
等
に
適
切
か
つ
明
確
に
伝

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
住
民
等
に
避
難
に
よ
る
肉
体
的
・
精
神
的
影
響
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
の
住
民
等
は
も
と
よ

り
、
自
力
避
難
が
困
難
な
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
避
難
場
所
の
再
移
転
が

避
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
可
能
な
限
り
少
な
い
移
転
と
な
る
よ
う
、
避
難
場
所
の
事
前
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
プ
ル
ー
ム
か
ら
避
難
す
る
際
は
、
風
下
軸
か
ら
一
定
の
範
囲
に
い
る
住
民
に
対
し
て
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
、
無
用
の
被
ば
く
を
回
避
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
立
入
制
限
区
域
を
設

定
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
避
難
が
遅
れ
た
住
民
や
避
難
が
困
難
と
な
る
住
民
等
が
、
一
時
避
難
が
で
き
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
、
本
指
針
に
記
載
す
る
。

}

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用

放
射
性
ヨ
ウ
素
は
、
身
体
に
取
り
込
ま
れ
る
と
、
甲
状
腺
に
集
積
し
、
取
り
こ
ま
れ
て
か
ら
数
年
〜
十
数
年

後
に
甲
状
腺
が
ん
等
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
内
部
被
ば
く
は
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
あ
ら
か
じ
め

服
用
す
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
は
、
そ
の
効
果
が
服
用
の
時

期
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
副
作
用
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
関
係
者
の
指
示
を
尊
重

し
、
合
理
的
か
つ
効
果
的
な
防
護
措
置
と
し
て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
の
方
策
は
、
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
の
内
容
に
合
わ
せ
て
次
の
と
お
り
と
す
る

べ
き
で
あ
る
。

・
Ｐ
Ａ
Ｚ
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
即
時
避
難
と
同
時
に
投
与
の
指
示
を
行
い
、
住
民
等
が
避
難
所
等
に
お

い
て
、
医
療
関
係
者
の
指
示
の
下
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
Ｕ
Ｐ
Ｚ
に
お
い
て
は
、
避
難
や
屋
内
待
避
等
の
指
示
が
な
さ
れ
た
段
階
で
適
切
な
服
用
が
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
具
体
的
な
手
順
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
、

本
指
針
に
記
載
す
る
。

な
お
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
及
び
Ｕ
Ｐ
Ｚ
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
集
積
が
比
較
的
早
い
子
供
に
つ
い
て

は
優
先
的
な
服
用
が
必
要
と
な
る
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
投
与
指
示
は
、

原
子
力
施
設
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
等
の
情
報
を
集
約
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
が
一
義
的
な
判
断
を
行
っ
た

上
で
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
を
通
じ
て
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
所
定
の
医
療
関
係
者
に
速
や
か
に
伝
達
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

~

緊
急
被
ば
く
医
療

緊
急
事
態
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
整
備
し
た
医
療
体
制
に
基
づ
い
て
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。
す

な
わ
ち
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
等
の
情
報
を
集
約
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
が
放
射
線
量
等
の
情
報
を
、
原
子

力
災
害
対
策
本
部
を
通
じ
て
、
医
療
機
関
や
救
急
組
織
へ
伝
達
す
る
。情
報
を
得
た
医
療
機
関
や
救
急
組
織
は
、

搬
送
す
る
患
者
の
被
ば
く
線
量
の
推
定
又
は
測
定
と
そ
の
搬
送
先
に
つ
い
て
、
適
切
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
。

た
だ
し
、
被
ば
く
者
の
汚
染
検
査
、
通
信
手
段
、
受
入
れ
医
療
機
関
、
搬
送
手
段
等
は
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
詳
細
と
合
わ
せ
て
、
今
後
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
、
本
指
針
に
記
載
す
る
。

�

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
被
ば
く
者
の
汚
染
検
査
）

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
汚
染
程
度
の
把
握
は
、
緊
急
被
ば
く
医
療
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ

り
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
被
ば
く
治
療
の
実
施
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
急
性
放
射
線
障

害
の
回
避
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
投
与
指
示
の
判
断
基
準
、
汚
染
の
拡
大
防
止
等
の
た
め
に
も
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

汚
染
程
度
を
把
握
す
る
た
め
に
実
施
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
と
そ
の
検
出
量
は
目
的
に
応
じ
て
異
な

る
が
、
次
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
、

本
指
針
に
記
載
す
る
。

・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
、
体
制
、
実
施
場
所
、
環
境
、
機
器
、
設
備
の
整
備

・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
レ
ベ
ル
の
実
用
的
な
値
の
設
定
と
適
用

・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
標
準
化
と
測
定
者
の
養
成

・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
の
被
ば
く
線
量
評
価

�

飲
食
物
摂
取
に
よ
る
被
ば
く
の
防
護

緊
急
時
に
は
、
飲
食
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
経
口
摂
取
等
に
よ
る
内
部
被
ば
く
の
低
減
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
等
の
情
報
を
集
約
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
原
子
力
災

害
対
策
本
部
を
通
じ
て
、
飲
食
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
等
の
情
報
を
地
方
公
共
団
体
に
知
ら
せ
住
民
等
へ
周

知
す
る
よ
う
に
す
る
。

‚

防
災
業
務
関
係
者
の
防
護
措
置

防
災
業
務
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
被
ば
く
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
防
護
措
置
が
必
要

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
直
読
式
個
人
線
量
計
（
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
、
ア
ラ
ー
ム
メ
ー
タ
等
）、
被
ば
く
を
低

減
す
る
た
め
の
防
護
マ
ス
ク
及
び
そ
の
フ
ィ
ル
タ
並
び
に
必
要
な
保
護
衣
を
十
分
な
数
量
を
配
布
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
予
防
服
用
さ
せ
る
こ
と
、
後
日
に
お
い
て
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー

に
よ
る
内
部
被
ば
く
測
定
を
行
う
こ
と
等
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
輸
送
手
段
、
連
絡
手
段
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
防
災
業
務
関
係
者
の
放
射
線
防
護
に
係
る
指
標
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
に
対
す
る
線
量
限
度
を
参

考
と
す
る
が
、
防
災
活
動
に
係
る
被
ば
く
線
量
を
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

ƒ

各
種
防
護
措
置
の
解
除

各
種
の
防
護
措
置
の
解
除
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
措
置
が
設
定
さ
れ
る
際
の
基
準
、
又
は
当
該
措
置
を
解
除

す
る
際
の
状
況
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
る
新
た
な
基
準
を
下
回
る
こ
と
を
基
本
的
な
条
件
と
す
る
こ
と
が
適
切

で
あ
る
。

た
だ
し
、
各
種
の
防
護
措
置
の
解
除
に
は
、
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
放
出
が
終
了
し
た
と
し
て
も
影
響

を
受
け
た
区
域
は
汚
染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
、
汚
染
物
が
影
響
を
受
け
て
い
な
い
区
域
に
搬
出
さ
れ
る
可
能
性

等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
連
す
る
自
治
体
と
の
協
議
を
行
い
、
慎
重
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
、
適
切
な
管
理
や
除
染
措
置
等
の
新
た
な
防
護
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

a

核
燃
料
物
質
等
の
輸
送
時
の
防
災
対
策

原
子
力
施
設
内
の
事
故
だ
け
で
は
な
く
、
原
子
力
施
設
外
に
お
け
る
核
燃
料
物
質
等
の
輸
送
時
に
お
け
る
事
故

に
よ
り
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
同
様
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
放
射
性
物
質
の
漏

え
い
又
は
遮
へ
い
性
能
が
劣
化
す
る
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
炉
規
法
に
基
づ
き
、
原
子
力
事
業
者
及

び
原
子
力
事
業
者
か
ら
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者
の
責
任
の
下
、
救
出
、
消
火
活
動
、
立
入
制
限
区
域
の
設
定
、
汚

染
、
漏
え
い
拡
大
防
止
対
策
、
遮
へ
い
対
策
等
の
緊
急
時
の
措
置
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の

際
、
事
故
発
生
場
所
が
あ
ら
か
じ
め
特
定
さ
れ
な
い
こ
と
等
の
輸
送
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
、
原
子
力
事
業
者
及
び

原
子
力
事
業
者
か
ら
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者
並
び
に
国
が
主
体
的
に
防
災
対
策
を
行
う
。

第
４

原
子
力
災
害
中
長
期
対
策

\

原
子
力
災
害
中
長
期
対
策
の
基
本
的
考
え
方

原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
事
態
の
一
定
の
収
束
が
な
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
、
す
で
に
環

境
中
に
放
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
放
射
性
物
質
等
へ
の
適
切
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
次
の
中
長
期
的

対
策
を
、
関
係
者
間
で
十
分
に
対
話
を
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

]

発
災
後
の
復
旧
に
向
け
た
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

発
災
後
の
復
旧
に
向
け
て
、
次
の
判
断
等
を
行
う
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
は
、
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
よ
り
放
射
線
量
及
び
放
射
性
物
質
濃
度
の
経
時
的
な
変
化
を
継
続
的
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
避
難
区
域
見
直
し
等
の
判
断
を
行
う
こ
と
。

・
被
ば
く
線
量
を
管
理
し
低
減
す
る
た
め
の
方
策
を
決
定
す
る
こ
と
。

・
現
在
及
び
将
来
の
被
ば
く
線
量
を
推
定
す
る
こ
と
（
個
人
線
量
推
定
）。
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